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ITが普及している現在，文書と呼べるものは紙媒体である新聞や小説だけでなく，Webのニュースやブログ
等も当てはまる．その他，企業内では営業日報，医療分野ではカルテの電子化，知的所有権の分野では特許な
ど，電子化されたテキストは急速に増えている．そのような多種多様な大量のテキストから，情報や知識を取
り出すことを目的として，テキストマイニングという分野が存在する．テキストマイニングは文書分類にも応
用されている．文書分類の方法はさまざま存在しており，例えば，単語の出現頻度を特徴量として分類を行な
う手法や，助詞の出現頻度を特徴量として分類を行なう手法等がある． しかしながら，単語の出現頻度等に
よる分類だけでは十分ではないと考える．単語頻度を特徴量とすると，文書のジャンルのなどの性質を捉える
ことは可能になるが，それは文書の一側面を捉えるだけであり，文体などの違いが反映されないからである． 
本研究では，ある文書と他の文書との違いについて構文的な差異に着目して分類を行なうことを最終的な目
的とする．それに先立ち，句構造と係り受け構造の差異を数値化するために，まず文書を構成する各文の構文
に着目して文書間の比較を行ない，実際に各文書に構文の面から見た差異や類似があるかを検証する．文書間
の類似度は，「bag of sentences」の仮定のもとで，文書を構成する各文の構文構造の距離を導入することに
より定義する．構文の類似度の計算は，木カーネルという木構造データの類似度を算出する概念を用いて定義
する．実験は青空文庫から，比較的作品数の多い 31作家を選び，これをコーパスとして用いた．また，本研
究では，構文構造の類似度に焦点を当て，用いられている単語の違いは極力排除したいため，各単語を品詞と
形態素情報を表す記号に還元的に縮約したコーパスを用いる．実験ではまず係り受け解析を行ない，1コーパ
ス 100文と制約を設けたコーパスを用いて実験を試みた． 
その結果，以下のような成果を得ることができた． 
 夏目漱石は，主語の位置が比較的文頭に固定されており，これにより係り受けの種類が少なくなったため
にカーネル値がほかの作家と比較した場合に大きくなりやすい． 
 太宰治は，夏目と同様に主語は明確に書かれているが，夏目と異なり，主語が文中に現れており，主語の
場所がばらつくことで，夏目と比較して係り受けの種類が増え，執筆する文の種類もそれに伴い増えるた
め，カーネル値が小さくなる．また，太宰と新美南吉は「て」・「して」を用いて句を並列にしているとい
う傾向がある． 
 芥川龍之介は，「やうに（ように）」や「やうな（ような）」といった比喩表現をほかの作家よりも多く用
いる傾向があることが分析よりわかった． 
 宮沢賢治と新美は同じ児童文学作家であるにもかかわらず，カーネル値が大きくならなかったことから，
文の構造はあまり似ていないことがうかがえる． 
 
加えて句構造においても同様の実験を行ない，係り受け構造を用いた場合と差異があるかを分析した．この
結果，比較的差異は見られないが，作家によっては差異を確認することができた． 
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